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   研究集会等名称


	日本心理学会第71回大会シンポジウム

「バックラッシュと心理学研究――心理学は男女平等に貢献できるか――」

	成 果 概 要
	１）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください）

会員　約20　名（うち認定心理士　　　名）

非会員　約10　名（うち認定心理士　　　名）

※　申し訳ありませんが，助成を受けませんでしたので，正確な参加人数，認定心理士の内数は把握しておりません。
２）集会等の目的・成果等

（実施内容・成果・将来計画等を用紙範囲内に記載してください）

　日本心理学会ジェンダー研究会のメンバーが中心となって，これまで大会におけるシンポジウムを3回，ワークショップを2回行ってきたが，今回もそれに続くものである。近年男女平等に対するバックラッシュ（逆風）が強くなり，ジェンダー研究の意義が改めて問い直される中で，心理学の課題と役割を検討しようという目的でシンポジウムを企画・実施した。話題提供者とその内容は以下の通りである。

　

諸橋泰樹：現代のバックラッシュの状況をメディア分析によって読み解き，メディアと世論と心理学とがどのように関わっているか。

松並知子：ダメンズ・ウォーカーを通して見えてくる若者の心理と社会を分析。

廣川空美：生物学的な性差と社会的性差の関係を健康心理学や性差医療の立場から分析。
　赤澤淳子：恋愛イデオロギーが心理学のカップル研究に及ぼす影響等について。

　

　話題提供に続く福富護氏よりの指定討論を受け，心理学のジェンダー研究が果たしてきた役割と，逆にバックラッシュに加担してきた面があることの反省，今後どのような研究が必要かについて議論があった。

　研究会としては第72回大会でもシンポジウムを開催予定であり，これを公開研究集会と位置づける。




